
子
ど
も
向
け
伝
記
『
軍
神
西
住
戦
車
長
』
論

-
軍
神
の
形
成
と
作
品
の
特
徴
-

は
じ
め
に

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
の
子
ど
も
の
愛
読
書
に
つ
い
て
は
、
当
時

の
読
書
調
査
を
手
が
か
り
に
、
拙
稿
「
戦
時
下
の
子
ど
も
の
読
書
」
(
『
愛

知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究
』
第
一
七
号

二
〇
〇
九
・
三
)
で
述

べ
た
。
そ
の
中
で
取
り
上
げ
た
、
『
軍
神
西
住
戦
車
長
』
(
富
田
常
雄

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

一
九
三
九
・
六
)
(
1
)
は
、
一
九
四
〇
年
に

実
施
さ
れ
た
文
部
省
推
薦
児
童
図
書
に
関
す
る
全
国
調
査
(
2
)
に
よ

る
と
、
推
薦
児
童
図
書
三
九
冊
(
一
九
三
九
・
六
~
四
〇
三
)
の
う
ち
読

者
数
最
多
順
位
は
二
位
、
絵
本
『
桃
太
郎
』
『
金
太
郎
』
な
ど
と
と
も

に
よ
く
読
ま
れ
、
絵
本
以
外
の
単
行
本
の
中
で
は
首
位
で
あ
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
別
の
読
書
調
査
「
地
方
少
国
民
の
読
書
生
活
」

(
『
少
国
民
文
化
』

一
九
四
二
・
八
)
に
お
い
て
も
、
書
名
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
が
所
蔵
し
て
い
る
「
軍
神
西
住

服

部

裕

子

戦
車
長
」
の
一
冊
は
一
八
刷
さ
れ
て
お
り
、
三
康
図
書
館
所
蔵
の
『
軍

神
西
住
戦
車
長
』
の
貸
出
し
カ
ー
・
ド
記
録
を
見
て
も
、
頻
繁
に
貸
出
さ

れ
た
時
期
、
一
九
四
〇
年
六
月
か
ら
の
半
年
間
で
は
一
九
回
を
数
え
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「
軍
神
西
住
戦
車
長
」
の
人
気
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

そ
れ
で
は
、
当
時
子
ど
も
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る

「
軍
神
西
住
戦
車
長
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
本
で
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
軍
神
と
は
、
武
勲
を
た
て
て
戦
死
し
模
範
と
な
っ

た
軍
人
に
対
す
る
尊
称
の
こ
と
で
、
昭
和
の
軍
神
第
一
号
に
な
っ
た
の

が
、
戦
車
長
西
住
小
次
郎
で
あ
る
。
そ
の
後
真
珠
湾
攻
撃
の
際
に
〈
九

軍
神
〉
が
誕
生
す
る
が
、
〈
九
軍
神
〉
に
関
し
て
は
、
す
で
に
長
谷
川

潮
が
「
日
本
の
戦
争
児
童
文
学
」
(
久
山
社

一
九
九
五
・
六
)
の
中
で

論
じ
て
い
る
。
し
か
し
軍
神
西
住
戦
車
長
に
関
す
る
論
考
は
調
査
し
た

限
り
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
軍
神
西
住
戦
車
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長
の
形
成
過
程
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
富
田
常
雄
「
軍
神
西
住
戦
車
長
」

に
焦
点
を
当
て
、
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。
た
だ
し

前
掲
の
読
書
調
査
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
複
数
あ
る
戦
車
長
西
住
小
次

郎
の
伝
記
か
ら
、
富
田
常
雄
の
『
軍
神
西
住
戦
車
長
』
を
特
定
で
き
た

の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
よ
り
低
年
齢

の
子
ど
も
向
け
に
書
か
れ
た
久
米
元
一
『
昭
和
の
軍
神

西
住
戦
車
長
』

(
金
の
星
社

一
九
三
九
・
五
)
や
〈
講
談
社
の
絵
本
〉
『
軍
神
西
住
大
尉
』

(
久
米
元
一
文
・
伊
藤
幾
久
造
絵

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

一
九
三
九
・
五
)
等
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
さ
ら
に
、
大
人
向
け
の
菊

池
寛
の
新
聞
連
載
小
説
『
昭
和
の
軍
神

西
住
戦
車
長
伝
』
(
東
京
日

日
新
聞
社

大
阪
毎
日
新
聞
社

一
九
三
九
・
九
)
と
も
比
較
し
て
、

子
ど
も
向
け
に
富
田
が
書
い
た
「
軍
神
西
住
戦
車
長
」
の
特
徴
を
さ
ら

に
明
確
に
し
た
い
。
な
お
、
菊
池
寛
『
昭
和
の
軍
神

西
住
戦
車
長
伝
』

は
、
富
田
の
伝
記
と
同
じ
く
文
部
省
推
薦
図
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

-

軍
神
の
形
成

西
住
小
次
郎
陸
軍
大
尉
(
在
職
時
中
尉
。
死
後
大
尉
に
昇
進
)
は
、

一
九
三
八
(
昭
和
一
三
)
年
五
月
一
七
日
、
日
中
戦
争
徐
州
戦
で
戦
死
し
、

昭
和
の
軍
神
第
一
号
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
の
出
身
地
熊
本
県
上

益
城
郡
甲
佐
町
に
は
「
西
住
戦
車
長
顕
彰
会
」
が
あ
り
、
西
住
公
園
に

は
西
住
戦
車
長
の
胸
像
が
建
ち
、
命
日
に
は
慰
霊
祭
が
催
さ
れ
て
い
る
。

西
住
大
尉
が
軍
神
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
菊
池
寛
が
著
書
『
昭

和
の
軍
神

西
住
戦
車
長
伝
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

(
3
)
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
上
官
だ
っ
た
細
見
惟
雄
大
佐
が
西
住
大

尉
を
武
人
の
典
型
と
し
て
顕
彰
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
一
九
三
八

年
こ
一
月
一
七
日
に
陸
軍
省
記
者
倶
楽
部
向
け
の
講
演
会
で
語
っ
た
と

こ
ろ
、
聴
衆
が
感
激
し
、
翌
日
の
一
八
日
、
西
住
大
尉
に
つ
い
て
新
聞

各
紙
が
書
き
立
て
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
細
見
大
佐
自
身
は
、

西
住
大
尉
が
自
分
の
部
下
で
あ
っ
た
こ
と
、
他
の
将
兵
に
対
す
る
配
慮

な
ど
か
ら
、
講
演
で
は
、
西
住
大
尉
を
「
昭
和
の
軍
神
」
と
言
わ
ず
、

典
型
的
な
武
人
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
て
い
た
と
い
う
が
、
「
東
京

朝
日
新
聞
」
で
も
「
東
京
日
日
新
聞
」
で
も
「
昭
和
の
軍
神
西
住
大
尉
」

と
讃
え
て
彼
の
戦
歴
・
母
親
の
談
話
等
を
紹
介
し
写
真
入
り
で
大
き
く

取
り
扱
っ
て
い
る
。
見
出
し
を
紹
介
す
る
と
、
「
東
京
朝
日
新
聞
」
で

は
「
昭
和
の
軍
神
・
西
住
大
尉

陸
軍
全
学
校
教
材
を
飾
る
偉
勲

鉄

牛
部
隊
の
若
武
者
」
「
戦
傷
も
五
度
」
、
「
東
京
日
日
新
聞
」
で
は
、
「
近

代
戦
の
寵
児
『
戦
車
』
に
捧
ぐ
。
昭
和
の
軍
神
‘
西
住
大
尉
」
「
一
戦

毎
に
燃
え
上
る
猛
然
た
る
戦
闘
精
神
≒
小
次
郎
の
霊
よ
大
陸
に
あ
れ
!
・

母
の
膝
元
に
帰
る
勿
れ
」
な
ど
の
語
句
が
紙
面
を
飾
っ
て
い
る
。
こ
の

細
見
大
佐
に
よ
る
講
演
は
二
六
日
夜
の
ラ
ジ
オ
で
も
放
送
さ
れ
た
。
彼

の
戦
死
当
時
か
ら
す
で
に
七
ヶ
月
経
っ
て
い
た
。

保
坂
廣
志
が
、
軍
神
の
形
成
に
新
聞
が
大
き
く
貢
献
し
た
と
指
摘
し

た
が
、
後
の
九
軍
神
の
場
合
も
同
様
、
(
4
)
国
民
の
土
気
高
揚
の
た

め
に
、
西
住
小
次
郎
を
「
昭
和
の
軍
神
」
と
い
う
冠
称
を
付
け
て
崇
め
、

そ
の
軍
人
精
神
の
普
及
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
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西
住
と
同
じ
戦
車
部
隊
に
配
属
さ
れ
同
じ
く
戦
車
小
隊
長
に
任
ぜ
ら

れ
た
司
馬
遼
太
郎
は
、
戦
後
に
発
表
し
た
「
軍
神
・
西
住
戦
車
長
」

(
5
)
の
中
で
、
西
住
小
次
郎
が
篤
実
で
有
能
な
下
級
将
校
で
あ
っ
た

こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
軍
神
に
な
り
え
た
理
由
の
一
つ
は
、
彼
が

戦
車
に
乗
っ
て
い
た
か
ら
だ
、
軍
神
を
作
っ
て
壮
大
な
機
甲
兵
団
が
あ

る
か
の
ご
と
き
宣
伝
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
分
析
し
て
い

る
。
当
時
、
司
馬
は
戦
車
学
校
で
も
、
戦
車
部
隊
で
も
、
西
住
の
話
を

聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
偵
察
中
に
流
れ
弾
に
当

た
っ
て
死
ぬ
と
い
う
、
戦
車
長
と
し
て
の
実
務
上
あ
た
り
ま
え
す
ぎ
る

戦
死
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

陸
軍
の
花
形
兵
器
で
あ
る
戦
車
に
関
す
る
催
し
は
、
す
で
に
日
中
戦

争
開
始
の
頃
に
も
見
ら
れ
た
。
だ
が
昭
和
の
軍
神
西
住
戦
車
長
誕
生
後

に
は
、
一
九
三
九
年
一
月
八
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
、
東
京
朝
日
新

聞
社
主
催
、
陸
軍
省
の
後
援
で
「
戦
車
大
展
覧
会
」
が
靖
国
神
社
で
開

か
れ
、
一
六
〇
〇
発
の
弾
痕
の
あ
る
西
住
の
戦
車
や
遺
品
も
展
示
さ
れ

た
。
こ
の
「
戦
車
大
展
覧
会
」
に
合
わ
せ
て
戦
車
一
五
〇
台
が
銀
座
街

を
通
る
「
戦
車
大
行
進
」
(
丁
八
)
や
、
陸
軍
関
係
者
に
よ
る
「
戦
車

大
講
演
会
」
(
一
二
一
)
が
催
さ
れ
て
い
る
。
「
戦
車
大
行
進
」
の
様
子

は
紙
上
に
写
真
入
り
で
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
八
ミ
リ

フ
イ
ル
ム
を
媒
体
に
新
聞
社
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
各
地
で
上
映
さ
れ

た
。
「
戦
車
大
展
覧
会
」
も
、
東
京
だ
け
で
な
く
名
古
屋
、
大
阪
で
も

開
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
盧
溝
橋
事
件
か
ら
二
年
半
、
日
本
軍
が
南

京
攻
略
に
成
功
し
て
も
蒋
介
石
は
抗
戦
す
る
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

日
中
戦
争
が
泥
沼
化
す
る
中
で
、
軍
神
を
形
成
し
国
民
の
戦
争
熱
を
高

揚
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

陸
軍
よ
り
伝
記
執
筆
の
委
嘱
を
受
け
た
菊
池
寛
は
、
文
芸
家
協
会
会

長
と
し
て
す
で
に
ペ
ン
部
隊
を
組
織
し
一
九
三
八
年
秋
に
従
軍
し
て
い

た
が
、
取
材
の
た
め
再
度
中
国
大
陸
に
出
か
け
、
一
九
三
九
年
三
月
七

日
か
ら
「
東
京
日
日
新
聞
」
と
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
の
夕
刊
紙
上
に
「
西

住
戦
車
長
伝
」
(
～
八
・
六

一
二
七
回
)
を
連
載
し
た
。
こ
の
連
載
に
合

わ
せ
て
同
時
期
、
新
聞
社
主
催
、
陸
軍
省
後
援
で
「
西
住
大
尉
展
覧
会
」

三
・
五
~
一
四

上
野
松
坂
屋
)
が
開
か
れ
、
西
住
の
戦
車
や
大
尉
の
愛

用
机
な
ど
遺
品
が
陳
列
さ
れ
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

こ
の
新
聞
連
載
小
説
は
好
評
を
博
し
、
単
行
本
と
し
て
一
九
三
九
年

九
月
に
上
梓
さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
翌
年

一
一
月
に
は
松
竹
に
よ
っ
て
人
気
俳
優
の
上
原
謙
主
役
で
映
画
化
さ

れ
、
(
6
)
い
っ
そ
う
世
間
の
注
目
を
浴
び
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、

陸
軍
機
械
化
部
隊
の
協
力
に
よ
り
、
煉
瓦
の
壁
や
鉄
条
網
を
突
破
し
、

主
砲
が
火
を
噴
く
戦
車
の
姿
が
実
に
勇
壮
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
興

行
収
入
は
そ
の
年
最
高
だ
っ
た
と
い
う
。

菊
池
の
新
聞
連
載
と
同
時
期
、
三
月
に
は
北
原
白
秋
作
詞
に
よ
る
「
西

住
戦
車
隊
長
」
(
飯
田
信
夫
作
曲
)
が
ビ
ク
タ
ー
レ
コ
ー
ド
よ
り
発
売

さ
れ
て
い
る
が
、
(
7
)
伝
記
や
特
集
を
組
ん
だ
雑
誌
の
刊
行
以
外
に
も
、

講
談
・
浪
曲
・
演
劇
・
講
演
会
等
が
次
々
に
催
さ
れ
た
。
(
8
)

す
で
に
前
年
一
九
三
八
年
四
月
に
国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
に
一
流
の
文
化
人
が
結
集
し
、
マ
ス
コ
ミ
が
総
動
員
し

=
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て
昭
和
の
軍
神
西
住
戦
車
長
を
崇
め
る
風
潮
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

子
ど
も
の
世
界
に
も
及
ん
で
い
る
。

「
大
毎
小
学
生
新
聞
」
に
は
一
二
月
一
九
日
第
一
面
全
面
に
「
昭
和

の
軍
神
西
住
小
次
郎
大
尉

激
戦
三
十
回
、
戦
車
中
に
散
る

烈
々
た

る
軍
人
精
神
」
と
い
う
見
出
し
で
、
ま
た
「
東
日
小
学
生
新
聞
」
に
は

一
二
月
二
一
日
、
第
二
圭
二
面
見
開
き
全
面
に
、
「
。
昭
和
の
軍
神
‘
西

住
大
尉

神
々
し
い
日
本
武
士
の
姿

永
久
に
輝
く
戦
車
長
」
と
い
う

見
出
し
で
特
集
が
組
ま
れ
、
両
新
聞
と
も
写
真
と
西
住
の
戦
闘
・
最
期
・

遺
言
・
両
親
等
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
西
住
の
伝

記
が
掲
載
さ
れ
る
翌
年
三
九
年
四
月
頃
ま
で
、
西
住
戦
車
長
関
連
の
記

事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
「
軍
神
と
。
日
の
丸
“
部

下
の
山
根
准
尉
が
語
る
大
場
鎮
の
奮
戦
ぶ
り
」
(
「
東
日
小
学
生
新
聞
」

一
二
・
二
二
)
、
「
西
住
小
次
郎
少
年

五
歳
で
早
。
軍
神
魂
“
」
(
同
新
聞

一
二
・
二
四
)
、
「
子
供
好
き
な
西
住
大
尉
」
(
「
大
毎
小
学
生
新
聞
」

一
九
三
九
・
二
・
五
)
、
「
ど
ん
な
寒
い
日
で
も
素
足
で
体
操
を
し
た
元
気

な
西
住
少
年
」
{
同
新
聞

三
・
}
三
)
な
ど
。
前
述
の
「
西
住
大
尉
展
覧

会
」
に
関
す
る
記
事
は
、
見
出
し
の
「
武
勲
を
慕
ふ
小
学
生
満
員
」
が

目
を
引
く
が
、
「
束
日
小
学
生
新
聞
」
三
月
八
日
、
久
米
正
雄
作
「
少

年
物
語

西
住
戦
車
長
」
の
連
載
が
始
ま
っ
た
日
に
合
わ
せ
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
久
米
正
雄
の
「
少
年
物
語

西
住
戦
車
長
」
は
、
「
大
毎

小
学
生
新
聞
」
で
も
三
月
一
二
日
か
ら
連
載
さ
れ
た
。
(
9
)

単
行
本
の
刊
行
は
や
や
遅
れ
て
五
月
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
久
米

元
一

「
昭
和
の
軍
神

西
住
戦
車
長
」
と
〈
講
談
社
の
絵
本
〉
『
軍
神

西
住
大
尉
』
、
六
月
に
富
田
常
雄
「
軍
神
西
住
戦
車
長
」
が
発
行
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
渡
逡
善
房
「
ニ
ュ
ー
ス
童
話
集

夜
明
け
の
戦
場
」
(
清
水

書
房

一
九
四
〇
こ
二
)
、
斎
田
喬
『
放
送
少
国
民
劇
集

少
年
の
歌
』

(
弘
学
社
一
九
四
三
・
二
)
の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
大
毎
小
学
生
新
聞
」
で
は
、
軍
神
西
住
大
尉
に
捧
げ
る
綴
り
方
と
図

画
ま
で
募
集
し
て
い
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
西
住
小
次
郎
は

軍
神
西
住
戦
車
長
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
マ
ス
コ
ミ
の
宣
伝
効
果
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
身
近
で
、
憧
れ
の
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

ニ

富
田
常
雄
「
箪
神
西
住
戦
車
長
」
の
作
品
世
界

富
田
常
雄
が
執
筆
し
た
「
軍
神
西
住
戦
車
長
」
は
、
一
九
三
九
年
六

月
、
〈
支
那
事
変
少
年
軍
談
〉
の
一
冊
と
し
て
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
読
者
層
は
小
学
校
高
学
年
程
度
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
本
文
は
三
三
四
頁
、
八
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
(
便
宜

上
章
番
号
を
付
す
。
以
下
同
様
)
コ
直
線
」
に
は
、
西
住
小
次
郎
の
五
歳

(
満
四
歳
)
か
ら
甲
佐
小
学
校
を
卒
業
し
御
船
中
学
三
年
生
に
な
る
ま

で
、
第
三
章
「
燃
え
る
魂
」
に
は
、
陸
軍
士
官
学
校
合
格
前
か
ら
卒
業

し
て
戦
車
隊
に
編
入
さ
れ
る
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。
子
ど
も
向
け
の

伝
記
で
は
あ
る
が
、
二
五
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
士
官
学
校
卒
業
ま
で
の
生
い
立
ち
は
作
品
全
体
の
四
分
の
一
弱

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
や
は
り
戦
争
読
物
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
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第
四
章
「
無
限
軌
道
」
に
は
、
上
海
出
征
前
の
心
境
や
戦
車
の
歴
史
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
第
一
章
「
戦
車
来
る
」
、
第
五
章
以
下

の
「
鉄
牛
怒
る
」
、
「
陸
の
駆
逐
艦
」
、
「
戦
車
進
軍
歌
」
、
「
大
君
の
御
楯
」

に
は
、
戦
地
で
の
わ
ず
か
九
ヶ
月
間
の
で
き
ご
と
が
、
詳
し
く
記
さ
れ

て
い
る
。

【
陸
軍
士
官
学
校
卒
業
ま
で
】

西
住
小
次
郎
の
生
涯
を
年
代
順
に
追
っ
て
い
く
と
、
「
一
直
線
」
と

い
う
第
一
章
の
見
出
し
の
と
お
り
、
当
時
五
歳
の
小
次
郎
は
、
祖
父
の

臨
終
の
際
「
ぼ
く
は
陸
軍
大
将
に
な
り
ま
す
」
と
誓
い
、
そ
れ
以
降
軍

人
に
な
る
た
め
に
努
力
を
重
ね
て
い
く
。
作
中
に
は
、
金
鶏
勲
章
ま
で

賜
っ
た
退
役
大
尉
の
父
三
作
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
、
軍
人
を
一
途
に

志
望
す
る
小
次
郎
の
意
志
の
強
さ
、
責
任
感
の
強
さ
、
真
面
目
な
面
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
小
次
郎
は
体
が
弱
く
、
運
動
も
不
得
意

で
運
動
会
の
徒
競
走
で
は
た
い
て
い
最
下
位
、
小
学
校
時
代
は
眼
病
ま

で
患
い
、
軍
人
に
は
不
向
き
な
体
格
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
陸
軍
幼

年
学
校
を
二
度
も
受
験
し
て
不
合
格
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
祖

父
の
墓
前
で
「
落
ち
て
も
、
落
ち
て
も
」
軍
人
に
な
る
と
誓
い
、
両
親

の
励
ま
し
で
挫
折
を
乗
り
越
え
、
か
た
と
き
も
書
物
を
離
さ
ず
勉
学
に

励
む
か
た
わ
ら
、
柔
道
部
に
入
っ
て
猛
稽
古
を
繰
り
返
し
て
体
を
鍛
え

直
す
。
陸
軍
士
官
学
校
受
験
の
際
に
は
、
検
査
官
に
体
格
を
褒
め
ら
れ

る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
ま
で
挿
入
さ
れ
、
子
ど
も
読
者
が
共
感
で
き
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
作
中
で
、
お
と
な
し
い
性
格
だ
が
戦
争
ご
っ
こ
で
は
大
将

と
な
っ
て
勇
敢
に
戦
っ
た
り
、
夜
に
墓
場
を
一
人
で
通
る
ほ
ど
度
胸
が

あ
る
な
ど
の
面
も
見
せ
る
が
、
子
ど
も
向
け
伝
記
の
典
型
ト
家
事
手
伝

い
を
す
る
、
心
や
さ
し
く
弟
や
妹
の
面
倒
を
み
る
と
い
う
孝
行
息
子
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。

陸
軍
士
官
学
校
時
代
に
お
い
て
も
、
嫌
な
仕
事
で
も
引
き
受
け
る
、

何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
小
次
郎
の
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
さ

ら
に
「
ガ
マ
の
油
売
り
」
の
物
ま
ね
を
し
て
笑
わ
せ
る
陽
気
な
気
質
、

だ
れ
か
ら
も
敬
愛
さ
れ
る
人
柄
が
加
え
ら
れ
た
。

注
目
す
べ
き
は
卒
業
間
際
、
父
の
死
前
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

作
中
に
は
、
病
床
の
父
が
小
次
郎
に
宛
て
た
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

菊
池
寛
の
伝
記
等
、
多
く
の
伝
記
で
紹
介
さ
れ
て
ぃ
る
が
、
こ
の
作
品

で
は
多
少
省
略
し
て
載
せ
て
い
る
。
(
1
0
)
そ
の
一
部
を
抜
粋
す
る
。

お
前
さ
ん
と
し
て
は
閣
下
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
(
中
略
)

l
s
l
、
一
一
、
%
x
x
x
、
%
、
x
x
％
ゝ
4
、
一
、
一
l
x

た
>
。
く
一
途
に
己
の
本
分
を
尽
く
す
と
い
ふ
考
へ
で
、
学
究
奮

励
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
も
し
そ
の
う
ち
に
戦
死
で
も
す
れ
ば
、

な
ほ
結
構
で
す
。
さ
う
す
れ
ば
、
私
等
も
お
前
が
あ
と
三
十
年
生

s
s
i
s
s
i
x
x
x
x
i
x
s
、
％
s
i
s

き
な
く
て
も
、
閣
下
に
な
っ
た
時
以
上
の
満
足
を
得
る
訳
で
す
。

こ
ん
な
つ
も
り
で
奮
闘
す
れ
ば
、
も
し
生
き
て
ゐ
た
ら
、
自
然
に

閣
下
は
間
違
ひ
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
(
中
略
)

@
@
@
@

ｓ
、
l
l
、
l
s
、
x
i
i
x
x
s
I
l
s
s

所
謂
忘
私
奉
公
の
覚
悟
で
奮
闘
さ
れ
る
や
う
希
望
い
た
し
ま
す
。

(
傍
点
、
二
重
丸
に
関
し
て
は
原
文
ど
お
り
。
括
弧
内
筆
者
。
以
下
同
様

一
〇
五
上
八
頁
)

父
親
と
し
て
息
子
の
将
来
を
案
じ
な
が
ら
も
、
死
を
恐
れ
な
い
自
己
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犠
牲
的
な
軍
人
精
神
を
説
い
た
手
紙
を
、
小
次
郎
は
遺
書
の
よ
う
に

思
っ
て
大
切
に
し
た
。
こ
の
手
紙
が
戦
死
し
た
と
き
の
遺
品
で
あ
っ
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
手
紙
の
中
の
「
忘
私
奉
公
」
は
、
実
家
を
訪

問
し
た
荒
木
貞
夫
中
将
が
父
三
作
の
依
頼
で
筆
を
ふ
る
っ
た
言
葉
で
あ

り
、
小
次
郎
が
貫
こ
う
と
し
た
軍
人
精
神
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
全
編

に
わ
た
っ
て
何
度
も
登
場
し
、
強
調
さ
れ
て
い
る
。

尽
忠
一
途
の
父
親
だ
け
で
な
く
、
母
親
ま
で
も
が
、
父
親
の
遺
志
に

沿
い
葬
式
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
帰
省
す
る
必
要
は
な
い
と
電
報
を
打
っ

て
お
り
、
軍
人
魂
を
教
え
続
け
た
両
親
と
そ
の
教
え
に
従
お
う
と
す
る

息
子
、
ま
さ
に
戦
時
下
の
模
範
的
な
親
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

【
戦
車
長
と
し
て
の
活
躍
】

戦
車
長
と
な
っ
た
西
住
は
、
父
の
手
紙
を
「
己
の
心
を
鞭
う
つ
教
科

書
」
と
し
て
繰
り
返
し
読
み
、
「
忘
私
奉
公
」
の
信
念
を
忘
れ
ず
、
「
一

命
を
君
国
に
さ
さ
げ
」
よ
う
と
す
る
。
出
征
時
に
「
お
母
さ
ん
、
き
っ

と
死
ん
で
か
へ
り
ま
す
」
(
一
三
五
頁
)
、
部
下
に
も
「
俺
は
生
き
て
は

帰
ら
ぬ
よ
。
大
陸
の
土
と
な
る
」
(
二
八
八
頁
)
と
告
げ
て
い
る
。
作
中

に
は
、
当
時
の
部
下
か
ら
の
証
言
に
基
づ
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
数
多
く

挿
入
さ
れ
、
自
分
の
身
よ
り
も
部
下
を
思
い
や
る
心
や
さ
し
い
人
間
像

が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
雨
の
中
行
方
不
明
に
な
っ
た
山
根
小
隊
の
戦

車
を
負
傷
し
た
足
で
探
し
回
る
、
寒
風
の
中
自
分
も
泥
水
に
浸
か
り
な

が
ら
水
没
し
た
戦
車
内
の
部
下
を
気
遺
う
な
ど
。
そ
の
ほ
か
子
ど
も
に

わ
か
り
や
す
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
自
分
の
慰
問
袋
に
入
っ
て
い
た

お
菓
子
を
部
下
た
ち
に
分
け
与
え
る
、
ぜ
ん
ざ
い
を
作
っ
て
ふ
る
ま
う

な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
西
住
の
や
さ
し
さ
は
、
死
亡
し
た
中
国
の

新
生
児
に
ま
で
及
び
、
無
名
子
と
名
付
け
て
墓
を
作
る
場
面
も
記
さ
れ

て
い
る
。
い
つ
も
先
頭
を
切
っ
て
進
み
、
「
ひ
ら
り
と
戦
車
に
飛
び
乗
」

る
青
年
将
校
の
こ
と
を
、
部
下
は
父
や
兄
の
よ
う
に
慕
い
「
軍
人
精
神

の
か
た
ま
り
だ
」
と
尊
敬
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
戦
車
の
主
な
任
務
は
、
敵
の
障
害
物
を
撃
破
し
て
歩
兵

の
突
撃
路
を
開
く
こ
と
で
あ
る
が
、
菊
池
の
伝
記
と
同
様
、
花
形
兵
器

の
戦
車
と
戦
車
将
校
の
任
務
の
特
殊
性
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
「
無
限

軌
道
」
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
場
合
、
と
く
に
戦
車
兵
の

精
神
力
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
「
日
本
の
大
和
魂

を
も
つ
兵
隊
に
よ
っ
て
、
始
め
て
戦
車
と
い
ふ
も
の
の
威
力
が
発
揮
さ

れ
る
」
(
一
四
九
頁
)
「
皇
軍
戦
車
の
威
力
が
あ
る
。
戦
車
に
魂
が
人
つ

て
ゐ
る
の
だ
」
(
二
五
三
頁
)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
戦
車
兵
の
人
格

に
つ
い
て
は
、
標
的
に
な
り
集
中
砲
火
さ
れ
て
も
突
入
し
て
い
く
だ
け

の
猛
烈
な
攻
撃
精
神
、
た
と
え
戦
車
が
敵
陣
で
故
障
し
て
も
修
理
し
任

務
を
果
た
す
だ
け
の
強
い
責
任
感
、
常
に
戦
車
の
整
備
を
怠
ら
な
い
地

道
な
努
力
が
要
求
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
戦
車
長
西
住
小
次
郎
は
器

用
、
熱
心
、
真
面
目
で
あ
る
の
で
、
ま
さ
に
「
戦
車
将
校
と
し
て
生
ま

れ
て
き
た
や
う
な
人
」
で
あ
っ
た
。

作
中
に
は
西
住
が
有
能
な
戦
車
長
と
し
て
、
弾
雨
の
中
で
も
通
過
点

を
偵
察
す
る
た
め
に
自
ら
出
か
け
る
、
深
夜
ま
で
戦
車
引
き
上
げ
作
業

に
自
分
も
付
き
合
う
、
そ
し
て
勇
猛
果
敢
に
戦
闘
を
繰
り
返
す
場
面
な
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ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
次
に
、
と
く
に
戦
闘
場
面
に
注
目
し
て
述
べ
て

い
き
た
い
。

こ
の
作
品
は
〈
支
那
事
変
少
年
軍
談
〉
の
一
冊
で
あ
る
の
で
、
地
名
・

日
付
は
あ
る
程
度
記
載
さ
れ
、
西
住
の
戦
歴
-
上
陸
し
た
呉
訟
鎮
か
ら

戦
死
し
た
徐
州
ま
で
を
辿
っ
て
い
る
。
し
か
し
陣
容
や
歩
兵
・
工
兵
の

動
向
な
ど
、
日
本
陸
軍
の
戦
況
等
の
記
述
は
簡
単
で
、
三
〇
余
回
の
戦

闘
か
ら
主
戦
場
が
絞
ら
れ
、
尖
兵
西
住
と
彼
の
戦
車
の
活
躍
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
第
六
章
「
陸
の
駆
逐
艦

-
死
闘
九
時
間
」
で
は
、
次
の

よ
う
に
戦
車
独
特
の
戦
闘
場
面
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
以
下
の
引

用
は
、
西
住
戦
車
が
一
台
で
難
攻
不
落
の
敵
陣
に
突
入
し
、
五
〇
〇
近

い
歩
兵
に
取
り
囲
ま
れ
、
「
戦
車
と
歩
兵
の
一
騎
打
」
と
な
る
大
場
鎮

攻
略
の
場
面
で
あ
る
。

大
砲
を
ぶ
つ
放
す
、
機
関
銃
を
猛
射
す
る
。
人
間
だ
か
ら
と
い

っ
て
遠
慮
は
し
て
ゐ
ら
れ
な
い
。
鉄
の
重
い
胴
体
で
踏
み
に
じ
る
。

う
つ
、
踏
み
に
じ
る
。

う
つ
、
踏
み
に
じ
る
。

人
間
の
キ
ヤ
ツ
と
い
ふ
悲
鳴
と
怒
る
戦
車
の
唸
で
、
さ
な
が
ら

修
羅
の
地
獄
だ
。
(
中
略
)
つ
ぶ
さ
れ
た
敵
兵
の
血
が
飛
び
、
無

限
軌
道
に
肉
が
食
ひ
込
む
(
二
こ
丁
一
三
頁
)

戦
車
が
ぶ
る
ん
と
尻
を
ふ
る
と
、
(
人
が
)
ば
ら
く
落
ち
る
。
又
、

飛
び
乗
る
。
う
つ
、
つ
き
剌
す
、
ふ
り
落
す
、
踏
み
つ
ぶ
す
。

白
兵
戦
は
精
神
の
力
と
力
の
戦
ひ
だ
。

戦
車
兵
は
全
身
こ
と
ぐ
く
攻
撃
精
神
の
か
た
ま
り
み
た
い
な
も

の
。
五
百
に
近
い
敵
の
ま
つ
た
ゞ
中
に
単
車
で
踏
み
込
ん
で
、
び

く
と
も
し
な
い
。
(
二
I
四
頁
)

次
の
第
七
章
「
戦
車
進
軍
歌

-
揉
蹴
だ
ツ
ー
・
」
に
お
け
る
馬
路
湾

の
戦
闘
場
面
で
も
戦
車
の
独
自
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
歩
兵
が
苦
戦
す

る
中
、
夜
間
攻
撃
に
戦
車
は
不
利
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
隊
を
指

揮
す
る
西
住
は
戦
場
に
踏
み
と
ど
ま
り
、
先
頭
を
切
っ
て
敵
の
標
的
と

な
り
「
火
の
瀧
」
を
浴
び
る
。
戦
闘
室
に
は
火
花
が
入
り
硝
煙
と
ガ
ス

が
充
満
し
、
つ
い
に
は
戦
車
の
正
面
に
大
き
な
孔
ま
で
あ
け
ら
れ
る
が
、

そ
れ
で
も
後
退
せ
ず
、
西
住
自
身
は
敵
弾
が
当
た
ら
な
い
よ
う
天
蓋
に

ぶ
ら
下
が
り
両
足
を
開
い
た
ま
ま
、
「
進
め
!
・

揉
踊
だ
ツ
ー
・

揉
鋼

だ
ツ
ー
」
と
怒
号
し
、
敵
兵
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
踏
み
つ
ぶ
し
て
い
く
。

西
住
は
た
と
え
負
傷
し
て
も
休
も
う
と
は
せ
ず
、
手
製
の
下
駄
を
履

き
、
杖
を
つ
い
て
で
も
戦
車
に
乗
り
込
み
、
ひ
た
す
ら
任
務
を
果
た
し

続
け
る
の
で
あ
る
。
戦
闘
場
面
で
は
、
こ
の
よ
う
に
「
鬼
神
」
、
「
阿
修

羅
王
」
と
な
っ
て
単
車
ま
た
は
先
頭
で
奮
戦
す
る
西
住
の
強
靭
な
精
神

力
と
「
死
線
に
飛
び
込
む
猛
牛
」
に
な
っ
た
戦
車
の
圧
倒
的
な
破
壊
力

が
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
例
示
し
た
戦
闘
に
限
ら
ず
、
こ
の
作
品
の
特
徴
の
一
つ
に
、

ど
の
戦
場
に
お
い
て
も
生
き
地
獄
と
化
す
の
は
敵
陣
内
だ
け
で
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
西
住
が
野
戦
病
院
で
重
傷
者
を
見
舞
う
場
面
が
あ

る
も
の
の
、
戦
死
に
つ
い
て
は
一
文
程
度
の
記
述
が
数
カ
所
あ
る
だ
け

で
、
日
本
兵
が
戦
死
す
る
描
写
は
、
西
住
の
戦
死
以
外
は
見
ら
れ
な
い
。

=
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実
際
に
は
、
西
住
の
部
下
も
戦
死
し
、
上
司
の
高
橋
中
隊
長
は
何
度
も

負
傷
し
戦
線
か
ら
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
作
中
で
は
全
く
触
れ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
部
下
の
藤
崎
が
腕
を
負
傷
す
る
程
度
で
あ
る
。
「
痛
快
!
痛

快
!
・
西
住
中
尉
は
会
心
の
微
笑
を
も
ら
し
て
、
う
っ
て
く
、
う
ち
ま

く
る
。
」
(
二
〇
九
頁
)
、
「
人
間
の
山
だ
。
こ
ん
な
い
ゝ
的
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
中
略
)
敵
の
た
ふ
れ
る
数
は
数
へ
切
れ
な
い
」
(
二
I
○
頁
)
な
ど
、
敵

兵
を
制
圧
す
る
優
勢
な
状
況
が
主
に
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
戦

場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ほ
ど
悲
惨
な
印
象
は
受
け
な
い
。

そ
の
点
で
、
同
じ
シ
リ
ー
ズ
で
も
、
同
じ
く
富
田
常
雄
が
執
筆
し
た
『
壮

烈
加
納
部
隊
長
』
(
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

一
九
三
八
・
九
)
と
は
、

様
相
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
事
実
、
日
中
戦
争
の
初
期
に
お
い
て
戦

車
は
前
線
に
派
遣
さ
れ
戦
捷
に
貢
献
し
た
。
「
軍
神
西
住
戦
車
長
」
で
も
、

戦
車
は
苦
戦
を
打
開
し
勝
利
へ
と
導
く
無
敵
の
存
在
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。

最
終
章
「
大
君
の
御
楯
」
の
結
末
近
く
で
、
西
住
は
最
期
を
遂
げ
る
。

通
過
点
偵
察
中
に
右
大
腿
部
を
狙
撃
さ
れ
出
血
多
量
死
す
る
が
、
そ
の

場
面
は
九
頁
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
西
住
は
報
告
任
務

を
果
た
し
後
、
己
の
死
を
悟
る
と
、
後
送
さ
れ
る
戦
車
の
中
で
当
番
兵

の
高
松
に
「
立
派
な
軍
人
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
ん
」
と
諭
し
、
故
郷

の
風
景
や
家
族
、
父
親
の
手
紙
の
一
節
「
戦
死
す
れ
ば
、
な
ほ
結
構
で

す
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
る
。
そ
し
て
「
部
隊
長
殿
、
中
隊
長

殿
、
西
住
は
お
先
に
満
足
し
て
参
り
ま
す
、
し
つ
か
り
や
つ
て
下
さ
い

・
:
お
母
さ
ん
、
小
次
郎
は
お
先
に
行
き
ま
す
、
自
分
は
満
足
し
て
を

り
ま
す
が
、
お
母
さ
ん
は
お
一
人
で
お
淋
し
い
と
思
ひ
ま
す
…
」
(
後

略

三
二
〇
頁
)
と
言
い
残
し
、
最
期
に
「
天
皇
陛
下
万
歳
」
を
三
唱

し
て
息
を
ひ
き
と
る
。
西
住
の
最
期
の
姿
は
「
神
さ
ま
の
や
う
に
お
だ

や
か
に
気
高
い
」
と
形
容
さ
れ
、
こ
こ
に
軍
人
と
し
て
常
に
死
を
覚
悟

し
て
い
た
潔
い
死
が
表
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
結
末
に
は
、
母
千
代
の
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
手

紙
に
は
、
息
子
の
戦
死
を
「
こ
よ
な
き
名
誉
と
し
て
満
足
」
し
、
魂
は

「
最
後
ま
で
大
陸
に
と
ど
ま
つ
て
」
国
の
た
め
に
戦
っ
て
ほ
し
い
と
記

さ
れ
て
お
り
、
手
紙
の
形
で
軍
国
の
模
範
的
な
母
の
姿
が
強
調
さ
れ
て

終
わ
っ
て
い
る
。

三

他
の
伝
記
と
の
比
較

前
節
で
は
、
富
田
常
雄
『
軍
神
西
住
戦
車
長
』
の
作
品
内
容
に
つ
い

て
、
他
の
作
品
に
触
れ
て
述
べ
て
き
た
が
、
本
節
で
は
、
改
め
て
他
の

西
住
戦
車
長
の
伝
記
、
子
ど
も
向
け
三
作
と
大
人
向
け
一
作
と
を
比
較

し
、
作
品
の
特
徴
を
よ
り
明
確
に
し
た
い
。

「
他
の
子
ど
も
向
け
伝
記
」

ま
ず
、
単
行
本
の
久
米
元
一

「
昭
和
の
軍
神

西
住
戦
車
長
」
か
ら

取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
の
読
者
層
は
、
富
田
の
伝
記
よ
り
や
や
低
く
、

小
学
校
中
学
年
程
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
西
住
の
出
征
か
ら
戦
死
ま

で
が
作
品
全
体
の
半
分
強
に
と
ど
ま
り
、
戦
地
で
の
で
き
ご
と
が
占
め
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る
割
合
は
小
さ
く
、
戦
闘
場
面
も
少
な
い
。

少
年
時
代
に
つ
い
て
は
、
挿
入
さ
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
多
少
の

違
い
が
あ
る
も
の
の
、
西
住
が
軍
人
志
望
の
真
面
目
な
孝
行
息
子
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
富
田
の
伝
記
と
は

異
な
り
、
父
親
の
手
紙
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
は
同
じ
で
も
、
子
ど
も

読
者
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
「
忘
私
奉
公
」
の
意
味
が
括
弧
付
き

で
説
明
さ
れ
、
手
紙
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
を
平
易
な
言
葉
で
言
い

直
し
た
小
次
郎
自
身
の
誓
い
の
言
葉
「
お
国
の
た
め
に
戦
死
す
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
お
父
さ
ん
は
僕
が
閣
下
に
な
っ
た
よ
り
も
、
も
つ
と
よ

ろ
こ
ん
で
下
さ
る
の
だ
」
(
一
部
抜
粋

七
〇
頁
)
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
作
品
の
随
所
に
「
お
国
の
た
め
」
「
天
皇
陛
下
の
お
ん
た
め
」

等
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
場
に
お
け
る
西
住
の
描
写
に
違
い

が
見
ら
れ
る
。
西
住
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
前
掲
の
馬
路
湾
の
夜
間

攻
撃
の
場
面
で
は
、
西
住
を
中
心
に
戦
闘
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
が
、

他
の
戦
闘
場
面
で
は
、
戦
車
隊
だ
け
で
な
く
、
歩
兵
・
工
兵
が
連
携
し

て
攻
撃
す
る
日
本
陸
軍
の
状
況
が
冷
静
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
負
傷
し

た
歩
兵
中
隊
長
の
楯
と
な
っ
た
戦
車
に
歩
兵
が
感
謝
す
る
場
面
や
、
戦

功
を
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
西
住
を
慕
う
部
下
が
隊
長
の
た
め
に
死
ぬ
覚

悟
で
働
い
た
か
ら
だ
と
い
う
解
説
が
付
さ
れ
た
箇
所
も
あ
り
、
富
田
の

作
品
ほ
ど
、
西
住
単
独
の
戦
功
や
戦
車
兵
の
精
神
力
が
強
調
さ
れ
て
は

い
な
い
。
さ
ら
に
結
末
部
分
、
作
品
全
体
の
五
分
の
I
近
く
が
西
住
の

戦
死
前
後
の
状
況
に
充
て
ら
れ
、
部
隊
長
、
遺
族
と
な
っ
た
母
親
と
妹

の
様
子
が
詳
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
母
親
と
妹
が
軍
神
と
な
っ
た
西

住
の
戦
車
の
展
示
を
見
学
す
る
場
面
ま
で
あ
り
、
子
ど
も
読
者
に
と
っ

て
の
身
近
な
で
き
ご
と
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
本
に
は
戦

車
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
無
数
の
弾
痕
か
ら
、
戦
闘
の
凄
ま
じ

さ
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
番
目
の
作
、
〈
講
談
社
の
絵
本
〉
『
軍
神
西
住
大
尉
』
は
、
前
作
と

同
じ
久
米
元
一
が
文
を
書
き
伊
藤
幾
久
造
が
絵
を
担
当
し
て
い
る
。
こ

の
絵
本
で
は
戦
地
で
の
で
き
ご
と
が
作
品
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
、

勝
尾
金
弥
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
伝
記
と
い
う
よ
り
も
戦
場
で
の
状

況
報
告
」
に
な
っ
て
い
る
。
(
~
た
と
え
ば
富
田
の
伝
記
と
同
じ
引

用
部
分
、
大
場
鎮
の
戦
闘
場
面
で
は
、
「
西
住
大
尉
ハ
「
ナ
ニ
ヲ

コ
シ
ャ

ク
ナ
」
ト

ザ
ン
ガ
ウ
ノ
上
ニ
マ
タ
ガ
ッ
テ

ミ
ギ
ヒ
ダ
リ
ニ
ウ
チ
マ

ク
リ

ト
ウ
ト
ウ

ナ
ン
百
二
ン
ト
イ
フ
テ
キ
ヘ
イ
ヲ

ミ
ナ
ゴ
ロ
シ

ニ

シ
テ
シ
マ
ヒ
マ
シ
タ
」
(
二
六
頁
)
と
記
述
さ
れ
、
事
実
経
過
が
簡

単
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
中
国
を
制
圧
し
て
い
く

日
本
軍
と
「
つ
よ
く
て
、
や
さ
し
い
、
西
住
大
尉
」
が
軍
人
の
手
本
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
西
住
が
戦
場
か
ら
妹
に
手

紙
を
出
す
場
面
、
母
と
妹
が
神
社
で
祈
る
場
面
が
挿
入
さ
れ
、
戦
地
と

銃
後
を
結
び
つ
け
て
い
る
点
が
印
象
的
で
あ
る
。
な
お
、
冒
頭
に
は
西

條
八
十
の
「
軍
神
西
住
大
尉
」
の
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

三
番
目
の
作
、
久
米
正
雄
「
少
年
物
語

西
住
戦
車
長
」
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
菊
池
寛
の
新
聞
連
載
と
同
時
期
に
「
来
日
小
学
生
新
聞
」

と
「
大
毎
小
学
生
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た
読
物
で
あ
る
。
前
述
し
た
ど

の
作
品
と
も
異
な
り
、
た
と
え
ば
中
学
生
の
時
、
神
話
の
山
阿
蘇
山
に

-
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登
り
、
神
武
天
皇
か
ら
続
く
日
本
人
の
血
を
自
覚
し
初
め
て
士
官
学
校

入
学
を
決
意
し
て
お
り
、
幼
年
学
校
受
験
失
敗
に
は
全
く
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
前
掲
の
父
親
の
手
紙
で
も
、
「
閣
下
に
な
ら
ず
と
も
大
君
の

御
楯
と
な
っ
て
散
る
の
が
、
こ
の
父
へ
の
最
上
の
孝
行
、
祖
先
の
誉
、

ま
た
お
前
の
本
分
な
の
だ
」
(
第
二
三
回
)
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
か
な
り
作
者
の
脚
色
し
た
部
分
が
目
立
つ
。
ま
た
読
者
の
小

学
生
に
配
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
連
載
三
十
回
の
う
ち
半
分
の
一
五

回
、
「
そ
の
ふ
る
さ
と
」
か
ら
「
一
生
一
度
の
喧
嘩
」
ま
で
は
、
幼
児

期
か
ら
小
学
校
時
代
の
で
き
ご
と
で
占
め
ら
れ
、
戦
地
で
の
で
き
ご
と

は
、
最
後
の
六
話
「
あ
ゝ
軍
神
」
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品

で
も
、
負
傷
し
て
も
勇
敢
に
戦
い
続
け
る
西
住
単
独
の
活
躍
と
「
忘
私

奉
公
」
が
軍
人
精
神
を
表
す
言
葉
と
し
て
重
視
さ
れ
、
そ
の
点
で
は
共

通
し
て
い
る
。

以
上
、
富
田
の
作
品
と
比
較
し
な
が
ら
、
子
ど
も
向
け
に
書
か
れ
た

西
住
小
次
郎
の
伝
記
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
重
点
を
置
い
た
年
代

や
戦
闘
場
面
の
描
写
に
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
ど
の
作
品
に
も
模
範
的

な
軍
人
精
神
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

【
一
般
向
け
作
品

菊
池
寛
「
昭
和
の
軍
神

西
住
戦
車
長
伝
」
」

菊
池
寛
『
昭
和
の
軍
神

西
住
戦
車
長
伝
』
は
、
西
住
の
旧
部
下
や

上
司
・
縁
故
者
な
ど
の
談
話
・
手
記
・
手
紙
等
を
主
体
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。
作
者
菊
池
が
「
純
粋
無
垢
な
青
年
士
官
の
生
涯
に
仮
作
や
想
像

を
容
れ
る
余
地
は
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
(
1
2
)
作
者
の
主

観
は
と
く
に
戦
闘
場
面
で
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

大
人
の
読
者
が
主
対
象
の
作
品
な
の
で
、
故
郷
甲
佐
町
、
祖
父
、
両

親
に
関
す
る
記
述
は
詳
し
い
が
、
た
と
え
ば
幼
年
学
校
受
験
央
敗
は
一

行
の
記
述
が
あ
る
だ
け
で
、
少
年
時
代
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
作
中

に
は
当
時
の
部
下
が
西
住
を
偲
ぶ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
、

西
住
の
部
下
を
思
い
や
る
人
間
像
は
富
田
の
作
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か

し
大
き
な
相
違
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
戦
場
の
描
写
で
あ
る
。
菊
池

の
伝
記
「
戦
歴
」
の
章
に
は
、
人
名
・
地
名
・
時
刻
・
地
形
・
陣
容
な

ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
、
西
住
小
隊
だ
け
で
な
く
、
歩
兵
・
工
兵
・
他
の

戦
車
隊
の
動
向
な
ど
日
本
陸
軍
の
戦
況
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
西
住
の

行
動
・
言
葉
な
ど
の
記
述
は
少
な
い
。
前
掲
し
た
富
田
作
の
大
場
鎮
攻

略
の
戦
闘
場
面
も
、
菊
池
の
作
品
で
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

約
五
十
名
の
敵
兵
は
、
散
兵
壕
を
捨
て
ゝ
戦
車
に
向
つ
て
突
撃
し

て
来
た
。

「
揉
鋼
」

と
、
号
令
す
る
と
西
住
大
尉
は
全
速
力
を
以
て
、
敵
の
真
只
中

へ
乗
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

此
時
、
西
住
戦
車
は
、
文
字
通
り
、
敵
兵
を
揉
鋼
し
た
。
流
石

の
敵
も
無
限
軌
道
に
揉
屑
さ
れ
、
或
は
蹴
ら
れ
つ
ゝ
算
を
乱
し
て

退
却
し
た
(
三
三
八
頁
)

こ
の
よ
う
な
菊
池
の
淡
々
と
し
た
描
写
に
比
べ
て
、
富
田
の
西
住
伝

が
、
い
か
に
精
神
面
に
重
点
を
置
き
、
勇
敢
に
戦
う
姿
を
強
調
し
て
物

語
っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
あ
る
。
敵
兵
の
数
も
富
田
の
作
品
で
は
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五
〇
〇
と
誇
張
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
菊
池
の
伝
記
に
は
、
戦
地
の
生

活
描
写
の
中
に
、
中
国
兵
の
死
体
の
悪
臭
や
コ
レ
ラ
菌
が
蔓
延
す
る
不

衛
生
な
状
態
、
水
田
地
帯
に
雨
天
で
も
地
面
に
わ
ら
を
敷
い
て
眠
る
露

営
な
ど
、
兵
士
を
取
り
巻
く
劣
悪
な
生
活
環
境
が
表
さ
れ
て
お
り
、
現

実
の
戦
地
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
の
か
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
富
田
の
作
品
か
ら
子
ど
も
読
者
は
、
ど
れ
ほ
ど

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
西
住
が
兵
士
に
ぜ
ん
ざ
い
を
作
っ
て
ふ
る
ま
っ
た
場
面
を

見
る
と
、
菊
池
で
は
「
退
屈
な
の
で
、
兵
は
あ
づ
き
を
ち
ぎ
り
に
行
っ

た
」
(
三
〇
七
頁
)
、
富
田
で
は
「
畑
か
ら
小
豆
を
拾
ふ
」
(
一
八
三
頁
)

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
材
料
の
あ
づ
き
が
略
奪
物
の
可
能
性
も
あ
り
う

る
が
、
(
1
3
)
ど
ち
ら
の
作
品
で
も
、
た
だ
明
る
い
な
ご
や
か
な
団
ら

ん
の
一
コ
マ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
富
田
の
作
品
の
場

合
に
は
、
検
閲
に
よ
っ
て
「
西
住
が
部
下
の
捕
虜
虐
待
を
叱
っ
た
部
分

に
つ
い
て
内
務
省
か
ら
削
除
を
命
じ
ら
れ
た
」
と
、
山
中
恒
が
明
か
し

て
い
る
が
、
(
1
4
)
児
童
読
物
は
「
児
童
読
物
改
善
二
関
ス
ル
指
示
要
綱
」

(
一
九
三
八
こ
○
)
通
達
以
降
、
い
っ
そ
う
厳
し
い
基
準
で
統
制
さ
れ
た
。

言
論
統
制
は
も
ち
ろ
ん
児
童
読
物
に
限
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
大
人
と
は
異
な
り
、
行
間
を
読
め
な
い
子
ど
も
に
は
、
戦
地
の
実
状

や
戦
場
の
悲
惨
さ
が
ま
す
ま
す
伝
わ
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
。
そ
れ

に
比
し
て
、
作
品
に
一
貫
し
て
流
れ
る
軍
人
精
神
が
子
ど
も
に
深
く
浸

透
し
て
い
く
こ
と
は
、
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

少
年
時
代
の
西
住
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
『
軍
神
西
住
大
尉
と
母

校
御
船
中
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
旧
師
・
旧
友
・
同
窓
生
の
証
言
に
よ
れ

ば
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
西
住
は
努
力
家
に
は
違
い
な
い
が
、
傑
出
し
た

と
こ
ろ
は
な
く
、
無
口
で
穏
和
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
真

面
目
に
取
り
組
む
タ
イ
プ
、
記
憶
に
残
ら
な
い
「
目
立
た
な
い
生
徒
」

だ
っ
た
と
い
う
。
(
1
5
)

小
次
郎
の
母
校
御
船
中
学
校
か
ら
陸
軍
士
官

学
校
に
は
小
次
郎
と
と
も
に
五
人
が
同
期
に
入
学
し
て
お
り
、
母
校
は

軍
人
輩
出
に
お
い
て
「
日
本
一
の
中
学
校
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
西

住
小
次
郎
は
平
凡
な
一
少
年
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
戦
時
体

制
の
中
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
昭
和
の
軍
神
」
と
し
て
一
躍
脚
光

を
浴
び
、
軍
神
像
が
形
成
さ
れ
戦
意
高
揚
に
利
用
さ
れ
た
。
子
ど
も
向

け
の
伝
記
富
田
常
雄
『
軍
神
西
住
戦
車
長
』
の
中
で
は
、
「
忘
私
奉
公
」

の
一
念
で
勇
猛
果
敢
に
任
務
に
服
す
る
軍
人
西
住
の
姿
を
「
神
々
し
い
」

「
尊
い
後
光
が
さ
し
て
ゐ
る
」
と
形
容
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
同
じ
西

住
戦
車
長
の
伝
記
で
も
菊
池
自
身
が
西
住
小
次
郎
の
人
間
性
に
共
鳴
し

描
こ
う
と
し
た
作
品
世
界
と
は
異
質
で
あ
っ
た
。
菊
池
の
伝
記
に
は
、

他
の
部
隊
所
属
の
上
等
兵
の
手
紙
-
「
軍
神
等
に
な
ら
な
く
と
も
良
い

か
ら
ご
健
在
で
あ
っ
た
ら
」
(
六
七
頁
)
、
西
住
の
め
ざ
ま
し
い
戦
功
の

陰
に
は
、
上
司
と
の
「
精
神
的
結
合
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
本
音
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

確
か
に
菊
池
の
伝
記
は
実
際
に
戦
意
高
揚
に
貢
献
し
て
お
り
、
ま
た
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前
述
し
た
よ
う
に
、
言
論
統
制
下
、
ど
こ
ま
で
西
住
小
次
郎
の
実
像
に

迫
っ
た
の
か
疑
問
は
残
る
。
け
れ
ど
も
菊
池
の
伝
記
と
の
比
較
に
よ
っ

て
、
富
田
の
伝
記
を
は
じ
め
、
子
ど
も
向
け
の
伝
記
に
は
、
軍
人
と
し

て
の
模
範
的
な
生
き
方
だ
け
が
ど
れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
子
ど
も
読
者
が
、
憧
れ

の
軍
神
西
住
戦
車
長
の
伝
記
、
と
く
に
富
田
常
雄
の
「
軍
神
西
住
戦
車

長
」
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
戦
車
へ
の
信
頼
を
高
め
、
そ
れ
を

支
え
る
精
神
力
の
大
切
さ
を
認
識
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の

作
品
は
、
銃
後
の
子
ど
も
読
者
に
、
と
く
に
や
が
て
戦
地
に
赴
く
少
年

読
者
に
、
軍
人
精
神
を
植
え
付
け
る
た
め
の
絶
好
の
書
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
人
気
が
高
か
っ
た
こ
の
本
の
影
響
力
は
、
〈
九
軍
神
〉
ほ

ど
で
は
な
い
が
、
看
過
で
き
な
い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

富
田
の
『
軍
神
西
住
戦
車
長
』
が
、
同
じ
〈
支
那
事
変
少
年
軍
談
〉

に
収
め
ら
れ
た
伝
記
、
前
掲
の
「
壮
烈
加
納
部
隊
長
」
、
『
空
の
英
雄
南

郷
少
佐
』
(
一
九
三
八
こ
二
)
に
比
べ
て
人
気
が
高
い
の
は
、
被
伝
者

の
西
住
小
次
郎
が
軍
神
で
あ
り
、
さ
ら
に
文
部
省
推
薦
図
書
に
指
定
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

(
表
記
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
漢
字
は
新
字
体
に
改
め
た
)
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